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(57)【要約】
　本発明はマルチキャリア環境で、測定を実行するため
の方法及び装置を提供する。一実施形態で、一つの周波
数帯域に対応する周波数に対する測定を実行する要請を
基地局から受信する。ユーザ端末の性能によって前記周
波数帯域のうち一つに対応する前記周波数に圧縮モード
が適用されるか否かを判定する。前記周波数に圧縮モー
ドが適用される場合、前記圧縮モードが前記周波数帯域
のうち一つに対応する前記周波数に適用されて、残りの
周波数帯域に対するデータ活動を妨害することなく、残
りの周波数帯域の前記周波数に対して測定が実行される
。そうでない場合、圧縮モードを適用することなく、前
記周波数帯域に対応する前記周波数に対して測定が実行
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＭＴＳ（Universal Mobile Terrestrial System）ネットワーク環境で測定を実行す
る方法であって、
　周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行する基地
局から要請を受信するステップと、
　ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前
記周波数に対して、圧縮モードを適用するか否かを判定するステップと、
　仮に、圧縮モードを適用すると判定されると、前記ユーザ端末及び残りの前記周波数帯
域の基地局間のデータ通信を妨害することなく、前記周波数帯域の一つに対応する少なく
とも一つの前記周波数に対して測定が実行されるように、前記周波数帯域のうち一つに対
応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記圧縮モードを選択的に適用するステッ
プとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つ
の前記周波数に対して、圧縮モードを適応するか否かを判定する前記ステップは、
　圧縮モードを適用しないと判定された場合、前記圧縮モードを適用することなく、前記
周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行するステッ
プを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、測定を実
行する前記基地局から前記要請を受信するステップは、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成された
か否かを判定するステップと、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成された
場合、前記ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも
一つの前記周波数に前記圧縮モードが適用されるか否かを判定するステップと、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成されな
かった場合、前記設定周波数帯域の各々に対して圧縮モードを同時に適用するステップと
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記圧縮
モードを選択的に適用するステップは、前記ユーザ端末で無線周波数（ＲＦ）チェーンが
第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場合、前記第１の周波数帯域と前
記第２の周波数帯域のうち一つと関連する一つ以上のキャリアに対して、前記圧縮モード
を選択的に適用するステップを含み、前記第１の周波数帯域は、前記基地局と通信する前
記ユーザ端末のために構成されて、前記第２の周波数帯域は、測定が実行される周波数帯
域であることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連するキャリアに対して
、前記圧縮モードを選択的に適用するステップは、前記ユーザ端末で前記ＲＦチェーンが
第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場合、前記ユーザ端末と関連する
ＲＦチェーンスプリット情報（ＲＦ chain split information）を前記基地局に対して伝
達するステップを含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記圧縮
モードを選択的に適用するステップは、情報要素キャリアインデックスを利用して、前記
周波数帯域のうち一つと関連する一つ以上のキャリアに対して、前記圧縮モードを選択的
に適用するステップを含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
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　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対する圧縮モードの適
用可能性を前記基地局に報告するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　プロセッサ、及び
　前記プロセッサに連結されたメモリを含み、
　前記メモリは、
　周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行するよう
に基地局から要請を受信し、
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、圧縮モー
ドを適応するか否かを判定し、
　圧縮モードを適用すると判定された場合、残りの前記周波数帯域に対するデータ活動を
妨害することなく、前記周波数帯域の一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対し
て測定が実行されるように、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記
周波数に対して前記圧縮モードを選択的に適用し、
　圧縮モードを適用しないと判定された場合、前記圧縮モードを適用することなく、前記
周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行することが
できる測定モジュールを含むことを特徴とする装置。
【請求項９】
　前記測定モジュールは、前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信するために構成
されたか否かを判定し、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信するために構成された場合、前記周波数
帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に前記圧縮モードが適用されるか
否かを判定し、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信するために構成されなかった場合、前記
設定周波数帯域の各々に対して圧縮モードを同時に適用するように構成されることを特徴
とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記圧縮
モードを選択的に適用するステップで、前記測定モジュールは、無線周波数（ＲＦ）チェ
ーンが第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場合、前記第１の周波数帯
域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連するダウンリンクキャリアに対して、前記圧
縮モードを選択的に適用するように構成され、前記第１の周波数帯域は、前記基地局と通
信する設定周波数帯域であり、前記第２の周波数帯域は測定が実行される周波数帯域であ
ることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連するキャリアに対して
、前記圧縮モードを選択的に適用するステップで、前記測定モジュールは、前記ＲＦチェ
ーンが第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場合、ＲＦチェーンスプリ
ット情報（ＲＦ chain split information）を前記基地局に対して伝達するように構成さ
れることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して前記圧縮モ
ードを選択的に適用するステップで、前記測定モジュールは、情報要素キャリアインデッ
クスを利用して、前記周波数帯域のうち一つと関連する一つ以上のダウンリンクキャリア
に対して前記圧縮モードを選択的に適用するように構成されることを特徴とする請求項９
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記測定モジュールは、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数
に対する圧縮モードの適用可能性を前記基地局に報告するように構成されることを特徴と



(4) JP 2014-500657 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

する請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　ＬＴＥ（Long Term Evolution）ネットワーク環境で測定を実行する方法であって、
　周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行する基地
局から要請を受信するステップと、
　ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前
記周波数に対して、測定ギャップを適応するか否かを判定するステップと、
　測定ギャップを適用すると判定された場合、前記ユーザ端末及び残りの前記周波数帯域
の前記基地局間のデータ通信を妨害することなく、前記周波数帯域の一つに対応する少な
くとも一つの前記周波数に対して測定が実行されるように前記周波数帯域のうち一つに対
応する少なくとも一つの前記周波数に対して前記測定ギャップを選択的に活性化するステ
ップを含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つ
の前記周波数に対して、測定ギャップを適応するか否かを判定する前記ステップは、
　圧縮モードを適用しないと判定された場合、前記測定ギャップを活性化することなく、
前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行するス
テップを含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、測定を実
行する前記基地局から前記要請を受信するステップは、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成された
か否かを判定するステップと、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成された
場合、
　前記ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つ
の前記周波数に前記測定ギャップが適用されるか否かを判定するステップと、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成されな
かった場合、
　前記設定周波数帯域の各々に対して測定ギャップを同時に活性化するステップを含むこ
とを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記測定
ギャップを選択的に活性化するステップは、
　前記ユーザ端末で無線周波数（ＲＦ）チェーンが第１の周波数帯域と第２の周波数帯域
の間に共有される場合、前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連
する一つ以上のコンポーネントキャリアに対して前記測定ギャップを選択的に活性化する
ステップを含み、
　前記第１の周波数帯域は、前記基地局と通信する前記ユーザ端末のために構成されて、
前記第２の周波数帯域は、測定が実行される周波数帯域であることを特徴とする請求項１
６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連する一つ以上のコンポ
ーネントキャリアに対して、前記測定ギャップを選択的に活性化するステップは、前記ユ
ーザ端末で前記ＲＦチェーンが第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場
合、
　前記ユーザ端末と関連するＲＦチェーンスプリット情報（ＲＦ chain split informati
on）を前記基地局に対して伝達するステップを含むことを特徴とする請求項１７に記載の
方法。
【請求項１９】



(5) JP 2014-500657 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記測定
ギャップを選択的に活性化するステップは、
　情報要素キャリアインデックスと測定ギャップ構成のうち少なくとも一つを利用して、
前記周波数帯域のうち一つと関連する一つ以上のコンポーネントキャリアに対して、前記
測定ギャップを選択的に活性化するステップを含むことを特徴とする請求項１６に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記設定周波数帯域の各々に対して測定ギャップを同時に活性化するステップは、
　前記設定周波数帯域の各々と関連する全ての前記コンポーネントキャリアのために一つ
の測定ギャップを活性化することを含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記測定ギャップを活性化することなく、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なく
とも一つの周波数に対して測定を実行するステップは、
　非活性化されたコンポーネントキャリア、構成されなかったコンポーネントキャリア、
そして非活性化された２次セルのうち一つを利用して、前記周波数帯域のうち一つに対応
する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行するステップを含むことを特徴とする請
求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対する測定ギャップの
適用可能性を前記基地局に報告するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１４に
記載の方法。
【請求項２３】
　プロセッサ、及び
　前記プロセッサに連結されたメモリを含み、
　前記メモリは、周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定
を実行するように基地局から要請を受信し、
　ユーザ端末の性能によって、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前
記周波数に対して測定ギャップを適応するか否かを判定し、
　測定ギャップを適応すると判定された場合、残りの前記周波数帯域に対するデータ活動
を妨害することなく、前記周波数帯域の一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対
して測定が実行されるように、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前
記周波数に対して前記測定ギャップを選択的に活性化し、
　測定ギャップを適応しないと判定された場合、前記測定ギャップを活性化することなく
、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に対して測定を実行する
ことができる測定モジュールを含むことを特徴とする装置。
【請求項２４】
　前記測定モジュールは、前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信するために構成
されたか否かを判定し、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信するために構成された場合、
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に前記測定ギャップ
が適用されるか否かを判定し、
　前記周波数帯域のうち一つが前記基地局と通信するために構成されなかった場合、前記
設定周波数帯域の各々に対して測定ギャップを同時に活性化するように構成されることを
特徴とする請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記測定
ギャップを選択的に活性化するステップで、前記測定モジュールは、無線周波数（ＲＦ）
チェーンが第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場合、前記第１の周波
数帯域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連するダウンリンクキャリアに対して前記
測定ギャップを選択的に活性化するように構成されて、前記第１の周波数帯域は、前記基
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地局と通信する設定周波数帯域であり、前記第２の周波数帯域は、測定が実行される周波
数帯域であることを特徴とする請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域のうち一つと関連するキャリアに対して
、前記測定ギャップを選択的に活性化するステップで、前記測定モジュールは、前記ＲＦ
チェーンが第１の周波数帯域と第２の周波数帯域の間に共有される場合、ＲＦチェーンス
プリット情報（ＲＦ chain split information）を前記基地局に対して伝達するように構
成されることを特徴とする請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの前記周波数に対して、前記測定
ギャップを選択的に活性化するステップで、前記測定モジュールは、情報要素キャリアイ
ンデックス及び測定ギャップ構成のうち少なくとも一つを利用して、前記周波数帯域のう
ち一つと関連する一つ以上のダウンリンクキャリアに対して、前記測定ギャップを選択的
に活性化するように構成されることを特徴とする請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記測定モジュールは、前記周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数
に対する測定ギャップの適用可能性を前記基地局に報告するように構成されることを特徴
とする請求項２３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信システムに関し、特にマルチキャリア環境で測定の実行に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的なセルラー無線システムで、ユーザ端末（ＵＥ）は、無線接続ネットワークを介
して一つ以上のコアネットワークと通信する。無線電話機（又は携帯電話とも言う）、無
線通信機能を含むラップトップ、ＰＤＡなどの多様な種類の機器を含む。
【０００３】
　ＵＭＴＳ（Universal Mobile Terrestrial System）で、ＵＥは、無線ネットワーク制
御機（radio network controller:ＲＮＣ）に提供される周波数帯域のセットを伝達する
。したがって、ＲＮＣは、上記ＵＥに対してダウンリンク／アップリンクデータの伝送／
受信を実行するための周波数帯域のセットを構成する。いずれも、ＲＮＣは、周波数帯域
に対応する周波数に対する測定を実行するようにＵＥに要請することができる。上記ＵＥ
の各々は、上記設定周波数帯域に対応する要請された上記周波数に対する測定を実行する
ことができて、測定レポートをＲＮＣに伝達する。例えば、ＲＮＣは、（例えば、ハンド
オーバ（Handover:ＨＯ）中）ネットワークパラメータを最適化するために受信した測定
レポートを利用することがある。
【０００４】
　上記ＵＥは、他の周波数（周波数間（inter-frequency））に対して測定する場合、又
は、相異なる無線接続技術（Radio Access Technology:ＲＡＴ）（ＲＡＴ間（inter-ＲＡ
Ｔ））に対して測定する場合、圧縮モード（Compressed Mode）を利用することができる
。周波数間測定は、同一又は異なるＵＭＴＳ帯域内の異なる周波数のチャンネル間で実行
される。ＲＡＴ間測定は、相異なる無線接続技術（例えば、ＧＳＭ（登録商標）及びＵＭ
ＴＳ）のチャンネル間で実行される。
【０００５】
　上記圧縮モードで、上記ＵＥのために構成された上記周波数帯域に対する、上記ＵＥに
よる伝送及び受信は期間によって中断される。この期間は普通、伝送ギャップ（Transmis
sion Gap）という。すなわち、上記伝送ギャップは、アップリンク又はダウンリンク活動
が実行されない持続時間である。したがって、上記伝送ギャップの間、上記ＵＥは、他の
周波数に対する測定を実行する。一旦、測定が行われると、上記ＵＥがキャンプオン（ca
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mp on）された上記周波数帯域に対する伝送及び受信を再開する。
【０００６】
　一般的に、上記ＵＥは、上記ＵＥのために構成された複数の周波数帯域に対して同時に
データ送受信を実行することができる。例えば、ＵＭＴＳで、ＤＢ－ＨＳＤＰＡは、２個
の異なる周波数帯域に属する２個のキャリアに受信されたＨＳＤＰＡ（High Speed Downl
ink Packet Access）チャンネルを含む 。同様に、４Ｃ－ＨＳＤＰＡは、２個の周波数帯
域に属する多くても４個のキャリアに受信されるＨＳＤＰＡチャンネルを含む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記ＲＮＣは、上記ＵＥに、上記設定周波数帯域のうち、一つに対応する周波数のため
の測定を行って、上記ＲＮＣに測定レポートを報告するように要請することができる。上
記ＵＥは、上記ＵＥの性能によって要請された上記周波数帯域に対して測定を実行するた
めに圧縮モードが活性化されるように要請されたか否かを判定することができる。仮に、
上記ＵＥが圧縮モードを利用するように判定する場合、上記ＵＥは、要請された上記周波
数帯域に対する測定を実行するために、全ての上記設定周波数帯域のために圧縮モードを
活性化する。要請されなかった上記周波数帯域に対する圧縮モードを適用すれば、測定が
ＲＮＣにより要請されなかった周波数帯域に対して実行されるデータ送受信を妨害するこ
とがある。ＬＴＥ（Long Term Evolution）搬送波集合ネットワークなどの他の無線ネッ
トワークシステムでもｅＮｏｄｅＢにより測定が要請されたコンポーネントキャリアと共
に測定が要請されていないコンポーネントキャリアのために測定ギャップが活性化されて
同一な問題が発生することがある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、マルチキャリア環境で測定を実行する方法及び装置を提供する。一実施形態
によれば、周波数帯域のうち一つに対応する周波数に対する測定を実行する要請が基地局
から受信される。ユーザ端末の性能によって、上記周波数帯域のうち一つに対応する周波
数に対して圧縮モードが適用されるか否かを判定する。圧縮モードが適用される場合、上
記圧縮モードが上記周波数帯域のうち一つに対応する上記周波数に対して適用されて、残
りの上記周波数帯域に対してデータ活動（data activity）を妨害することなく、上記周
波数帯域に対応する上記周波数に対して測定が実行される。圧縮モードが適用されない場
合、圧縮モードを適用することなく、上記周波数帯域に対応する上記周波数に対して測定
が実行される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態による周波数帯域に対して測定を実行する無線通信システムのブロッ
ク図である。
【図２】一実施形態によるＵＭＴＳネットワーク環境で周波数帯域の周波数に対して測定
を実行する方法の一例を示すフローチャートである。
【図３】他の実施形態によるＬＴＥネットワーク環境で周波数帯域の周波数に対する測定
を実行する方法の一例を示すフローチャートである。
【図４】本願発明の実施形態を実現するための多様な構成要素を示す上記ユーザ端末のブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、マルチキャリア環境で測定を実行する方法及び装置を提供する。以下、本発
明の望ましい実施形態の詳細な説明が本明細書の一部を構成して、本発明が実施される特
定の実施形態を説明するために記載された図面を参照して説明する。この実施形態は、当
業者が本発明を実施することができるように十分に詳細に記載されていて、他の実施形態
を利用することができ、本発明の範囲及び趣旨を逸脱することなく、変形が可能である。
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下記記載は、本発明を限定するように解析されてはならず、本発明の保護範囲は添付した
特許請求の範囲により定義される。
【００１１】
　図１は、一実施形態による周波数帯域に対して測定を実行する無線通信システム１００
のブロック図である。図１で、無線通信システム１００は、基地局１０２、ユーザ端末（
ＵＥ）１０４、及び無線ネットワーク１０６を含む。ユーザ端末１０４は、マルチキャリ
ア環境で周波数帯域の周波数に対して測定を実行するための測定モジュール１０８を含む
。
【００１２】
　基地局１０２は、ＬＴＥ（longterm evolution）ネットワークのｅＮｏｄｅＢ、又はＵ
ＭＴＳ（Universal Mobile Terrestrial System）ネットワークのＮｏｄｅＢであり得る
。ＵＥ１０４は、提供される周波数帯域に対して測定を行って基地局１０２に知らせるこ
とができる携帯電話、ＰＤＡ、スマートフォン、無線連結可能なラップトップ、タブレッ
トなどであり得る。無線ネットワーク１０６は、ＬＴＥネットワーク、ＵＭＴＳネットワ
ーク、又は上記提供される周波数帯域に対して測定を実行するＵＥ１０４が必要などの無
線ネットワークでもよい。
【００１３】
　一例によれば、ＵＥ１０４は、基地局１０２を介して、ＵＭＴＳネットワークのＲＮＣ
（radio network controller）（図示せず）にアップリンク及びダウンリンクデータ送受
信のために提供される周波数帯域のセットを示す。ＲＮＣは、アップリンク及びダウンリ
ンクデータパケット通信のための、ＵＥ１０４が提供する周波数帯域のセットを構成する
。無線ネットワーク１０６を最適化するために、上記ＲＮＣは、所望の周波数帯域に対応
する周波数に対して測定を実行するＵＥ１０４が必要になることがある。したがって、Ｕ
Ｅ１０４は、所望の上記周波数帯域に対応する周波数に対して測定を実行する基地局１０
２から要請を受信する。
【００１４】
　上記要請によって、測定モジュール１０８は、要請された上記周波数が設定周波数帯域
と関連するか否かを判定する。要請された上記周波数が上記設定周波数帯域に対応すれば
、測定モジュール１０８は、ＵＥ１０４の性能によって、圧縮モードを所望の上記周波数
帯域の周波数に適用するか否かを判定する。圧縮モードを適用する場合、測定モジュール
１０８は、所望の上記周波数帯域の周波数に圧縮モードを適用して、圧縮モードの間に形
成された伝送ギャップで、所望の上記周波数帯域に対応する所望の周波数に対して測定を
実行する。そうでない場合、測定モジュール１０８は、上記圧縮モードを適用することな
く、上記周波数帯域に対応する所望の周波数に対して測定を実行する。したがって、ＵＥ
１０４は、所望の上記周波数帯域の周波数での測定を含む測定レポート測定レポートを基
地局１０２に伝達する。
【００１５】
　基地局１０２から上記設定周波数帯域のうち一つに対応する少なくとも一つの周波数に
対する測定の要請を受信した場合、測定モジュール１０８は、ＵＥ１０４のために構成さ
れた全ての周波数帯域の全体セットに対して圧縮モードを適用する必要がないことは当業
者にとっては明らかである。これは、ＵＥ１０４のために構成された要請されなかった周
波数帯域に対するデータ送受信でインタラプションを避けるようにする。例えば、ＤＢ－
ＨＳＤＰＡの場合、測定モジュール１０８は、ＵＥ１０４のために構成されたデュアル周
波数帯域のうち少なくとも一つに圧縮モードを適用する。同じ方式で、４Ｃ－ＨＳＤＰＡ
の場合、測定モジュール１０８は、２個の周波数帯域に対応する４個のキャリアから所望
のキャリアに圧縮モードを適用する。
【００１６】
　測定モジュール１０８は、所望の上記周波数帯域が上記設定周波数帯域のうち一つでな
い場合、ＵＥ１０４が提供する全ての上記設定周波数帯域に圧縮モードを適用する。した
がって、測定モジュール１０８は、伝送ギャップで上記周波数帯域の各々と関連する周波
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数に対して測定を実行する。そして、ＵＥ１０４は測定情報を含む測定レポートを基地局
１０２に伝達する。
【００１７】
　上記の過程は、ＬＴＥネットワークで測定を実行する間にも、周波数帯域に適用される
ことができる。例えば、ＵＥ１０４は、ｅＮＢ１０２にアップリンク及びダウンリンクデ
ータ送受信のために提供される周波数帯域のセットを示すことができる。ｅＮＢ１０２は
、アップリンク及びダウンリンクデータパケットを伝達するためのＵＥ１０４が提供する
周波数帯域のセットを構成することができる。無線ネットワーク１０６を最適化するため
に、ｅＮＢ１０２は、選択周波数帯域に対応する周波数に対して測定を実行するＵＥ１０
４が必要になることがある。したがって、ＵＥ１０４は、所望の上記周波数帯域に対応す
る上記周波数に対して測定を実行するｅＮＢ１０２から要請を受信する。
【００１８】
　要請によって、仮に、上記ＵＥＣＡ性能（ＵＥＣＡ capability）が一つの周波数帯域
より拡張されているか、又は設定周波数を受信／測定する追加的な性能を有するＵＥ１０
４が現在構成されたことより拡張されていると、測定モジュール１０８は、使用されなか
ったコンポーネントキャリアセットと、上記該当ＲＦチェーンを利用するＵＥ１０４の性
能によって、測定ギャップを適用することなく、関連帯域の要請された上記周波数を測定
することができるか否かを判定する。拡張されている場合、測定モジュール１０８は、上
記測定ギャップを活性化することなく、所望の上記周波数帯域に対応する周波数に対して
測定を実行する。拡張されていない場合、測定モジュール１０８は、全ての設定周波数に
対する、又は所望の上記周波数帯域の選択された周波数／周波数らに対する上記測定ギャ
ップを活性化して、所望の上記周波数帯域に対応する周波数に対して測定を実行する。し
たがって、ＵＥ１０４は、所望の上記周波数帯域に対する測定を含む測定レポートをｅＮ
Ｂ１０２に伝達する。
【００１９】
　上記設定周波数帯域のうち一つに対応する特定の周波数に対する測定の要請がｅＮＢ１
０２から受信された場合、測定モジュール１０８は、ＵＥ１０４のために構成された周波
数帯域の全体周波数セットに対して、測定ギャップを活性化する必要がないことは当業者
にとっては明らかである。これはＵＥ１０４のために構成された要請されなかった周波数
帯域に対するデータ送受信のインタラプションを避けるようにする。すなわち、基地局１
０２及びＵＥ１０４は、上記圧縮モードが適用されなかった上記周波数帯域と関連するキ
ャリアに対するデータ活動を引続き実行する。
【００２０】
　測定モジュール１０８が測定する上記周波数と関連する上記周波数帯域が上記設定周波
数帯域のうち一つでないと判定する場合、測定モジュール１０８は、ＵＥ１０４が提供す
る全ての上記設定周波数帯域に対して測定ギャップを活性化する。したがって、測定モジ
ュール１０８は、上記周波数帯域の各々と関連する上記周波数に対して測定を実行する。
そして、ＵＥ１０４は上記測定情報を含む測定レポートを基地局１０２に伝達する。
【００２１】
　図２は、一実施形態によるＵＭＴＳネットワーク環境で周波数帯域の周波数に対して測
定を実行する方法の一例を示すフローチャート２００である。ステップ２０２で、所望の
周波数帯域に対応する周波数に対する測定の要請が基地局１０２から受信される。ステッ
プ２０４で、測定される周波数に対応する上記周波数帯域がＵＥ１０４のために構成され
た周波数帯域のうち一つであるか否かを判定する。選択周波数帯域がＵＥ１０４のために
構成されれば、ステップ２０６で圧縮モードがＵＥ１０４の性能に対する上記周波数帯域
の周波数に対して適用されるか否かを判定する。適用される場合、上記圧縮モードがステ
ップ２０８で所望の周波数帯域の周波数に対して選択的に適用される。すなわち、上記圧
縮モードが所望の上記周波数帯域に対応する（１つ以上の）周波数に適用されて、残りの
周波数帯域には適用されない。したがって、データ活動が妨害されることなく、上記圧縮
モードが適用されなかった上記残りの周波数帯域の周波数で実行されることができる。
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【００２２】
　一実施形態によれば、上記圧縮モードは、所望の上記周波数帯域に対応する一つ以上の
キャリアに選択的に適用される。上記圧縮モードはキャリアインデックス（carrier inde
x）に対して所望の上記周波数帯域に対応するキャリア別に選択的に適用される。上記キ
ャリアインデックスは、ＩＥｓ ＤＰＣＨ圧縮モード情報及び／又はＤＰＣＨ圧縮モード
状態情報で提供される。したがって、上記キャリアインデックス情報を利用してシグナリ
ングが次のような方法で達成される。
【００２３】
　第１の場合、上記定義されたメッセージセットが上記ＤＰＣＨ圧縮モード情報で上記圧
縮モードを構成する。上記キャリアインデックスは、測定制御情報メッセージの一部であ
る上記ＤＰＣＨ圧縮モード状態情報に追加される。この場合、上記ＵＴＭＳネットワーク
が圧縮モード伝送ギャップパターンを構成することができ、上記圧縮モード伝送ギャップ
パターンを非活性化状態にすることができる。以後、上記測定要求によって、基地局１０
２は、測定制御メッセージ伝送時、上記ＤＰＣＨ圧縮モード状態情報の一部として新しい
キャリアインデックスを含むキャリア別に上記圧縮モード伝送ギャップパターンを活性化
することができる。
【００２４】
　他の場合、定義された上記メッセージセットが上記キャリアインデックスも含む上記Ｄ
ＰＣＨ圧縮モード情報で上記圧縮モードを構成する。その場合、基地局１０２は、キャリ
ア別に、又はキャリアグループ別に圧縮モード伝送ギャップパターンを構成する。以後、
基地局１０２が周波数帯域に対応する周波数のための測定を実行する測定制御メッセージ
を伝送する場合、ＵＥ１０４は、上記測定が該当キャリアのための上記圧縮モード伝送ギ
ャップパターンセットによって実行される必要がある特定の周波数帯域に対応するキャリ
アでしか圧縮モードを活性化しない。
【００２５】
　さらに他の場合、上記ＩＥｓ ＤＰＣＨ圧縮モード情報と上記ＤＰＣＨ圧縮モード状態
情報は新しいキャリアインデックスを含む。したがって、上記圧縮モードが新しいキャリ
アインデックスを利用して上記キャリアで活性化及び／又は非活性化が実行される。
【００２６】
　更なるほかの場合、キャリア別に、又はキャリアグループ別に圧縮モードを構成する場
合、圧縮モード伝送ギャップパターンパラメータは、全体ＵＥ１０４（すなわち、作動中
である全体上記キャリア、又は上記周波数帯域）が上記圧縮モードで進行されて上記周波
数帯域でデータ損傷をもたらすことができないように設定されることができる。これは異
なる周波数帯域に属する上記キャリアのための異なるＣＭパラメータセットを定義して達
成されることができる。
【００２７】
　上記圧縮モードが基地局１０２により要請されて構成される場合、所望の上記周波数帯
域に対応する上記キャリアに対する圧縮モードの適用可能性が基地局１０２に報告される
。上記圧縮モードの適用可能性を上記メッセージと共に実行される圧縮モード構成か、又
は測定制御メッセージ受信時に報告する。
【００２８】
　ステップ２１０で、上記圧縮モードの中に形成された伝送ギャップで上記周波数帯域に
対応する周波数に対して測定が実行される。ステップ２１２で、上記周波数帯域に対応す
る上記周波数と関連する測定を含む測定レポートが基地局１０２に送信される。上記圧縮
モードが適用されないと、ステップ２１４で、上記周波数で圧縮モードを適用することな
く、上記周波数帯域に対応する周波数で測定が実行され、ステップ２１２が実行される。
【００２９】
　ステップ２０４で、上記周波数帯域がＵＥ１０４のために構成されず、ＵＥ１０４の性
能によって測定を実行するために圧縮モードが必要であると判定されると、ステップ２１
６で、圧縮モードが上記設定周波数帯域で実質的に同時に適用されてステップ２１０が実
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行される。又は、上記周波数帯域がＵＥ１０４のために構成されず、ＵＥ１０４の性能に
よって測定を実行するために圧縮モードが必要である場合、無線周波数チェーンがＵＥ１
０４のために構成された周波数と測定が実行される上記周波数と関連する上記周波数帯域
との間に共有されて、上記設定周波数帯域のキャリアがデータ送受信のために使用される
ようにする基地局１０２により上記周波数帯域のうち一つのキャリアで上記圧縮モードが
構成される。基地局１０２は、ＵＥ１０４で提供される上記周波数帯域組合によるＲＦチ
ェーンスプリット情報（ＲＦ chain split information）を得る。又は、ＵＥ１０４は、
周波数帯域に対応する周波数に対して測定を実行するための要請を受信する前にＲＦチェ
ーンスプリット情報を基地局１０２に伝達する。
【００３０】
　図３は、他の実施形態によるＬＴＥネットワーク環境で、周波数帯域の周波数に対する
測定を実行する方法の一例を示すフローチャート３００である。ステップ３０２で、所望
の周波数帯域に対応する周波数に対する測定の要請が基地局１０２から受信される。ステ
ップ３０４で、測定される上記周波数に対応する上記周波数帯域がＵＥ１０４のために構
成された周波数帯域のうち一つであるか否かを判定する。選択周波数帯域がＵＥ１０４の
ために構成された場合、ステップ３０６で、測定ギャップがＵＥ１０４の性能に対して、
所望の上記周波数帯域の上記周波数に対して活性化されるか否かを判定する。活性化され
る場合、測定ギャップは、ステップ３０８で、上記周波数帯域の周波数に対して選択的に
活性化される。すなわち、上記測定ギャップが所望の上記周波数帯域に対する周波数／周
波数らに対して活性化されて、残りの周波数帯域に対する（１つ以上の）周波数に対して
は活性化されない。したがって、データ活動は妨害されることなく、上記圧縮モードが適
用されない上記残りの周波数帯域の周波数で実行されることができる。
【００３１】
　上記測定ギャップが周波数帯域で全体コンポーネントキャリアのために活性化される。
又は、上記測定ギャップがコンポーネントキャリアのセットの中で一つ以上のコンポーネ
ントキャリアのために活性化される。例えば、上記測定ギャップが上記コンポーネントキ
ャリアで少なくとも一つのコンポーネントキャリアが活性化されて、ＵＥ１０４と基地局
１０２間のデータ活動が妨害されないようにキャリア別に活性化される。コンポーネント
キャリアに対して、上記測定ギャップパターンをインターリービング（interleave）する
ために、構成別に異なるＳＦＮやギャップオフセットによって活性化時間が使用されるこ
とができる。
【００３２】
　一実施形態によれば、上記測定ギャップが情報要素（ＩＥ）セルインデックス（inform
ation element cell index）及び／又は測定ギャップ構成情報要素（measurement gap co
nfiguration information element）によって、特定周波数帯域に対応する一つ以上のコ
ンポーネントキャリアのために活性化される。上記ＩＥセルインデックス及び／又は測定
ギャップ構成情報要素が測定構成情報要素（measurement object information element）
、リポート構成情報要素（report configuration information element）、又は測定識別
子情報要素（measurement identifier information element）に追加される。本実施形態
で、上記ＩＥセルインデックスが測定対象に適用されれば、該当コンポーネントキャリア
が通常測定ギャップ構成（common measurement gap configuration）を使用することがで
きる。
【００３３】
　他の実施形態によれば、新しい情報要素は、測定対象、測定識別子、リポート構成、及
び／又は測定ギャップが適用される該当ＩＥセルインデックスに適用されることができる
上記測定ギャップ構成をリンクすることができる測定構成情報要素の一部として定義され
る。もう一つの実施形態によれば、新しい情報要素は測定対象、測定識別子、及び／又は
リポート構成及びその組合のために測定ギャップを構成する上記ＩＥセルインデックスを
リンクすることができる測定構成情報要素の一部として定義することができる。
【００３４】
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　上記測定ギャップが基地局１０２により要求されて構成される場合、所望の上記周波数
帯域に対応するコンポーネントキャリアセットに対して、上記測定ギャップの適用可能性
を基地局１０２に報告することができる。上記測定ギャップの適用可能性は、無線リソー
ス接続再構成完成メッセージ（radio resource connection reconfiguration complete m
essage）内で報告される。
【００３５】
　ステップ３１０で、上記測定ギャップ内の所望の上記周波数帯域に対応する上記周波数
に対して測定が実行される。ステップ３１２で、所望の上記周波数帯域に対応する上記周
波数と関連する測定を含む測定レポートは、基地局１０２に送られる。上記測定ギャップ
が活性化されない場合、ステップ３１４で、所望の上記周波数で上記測定ギャップを活性
化することなく、所望の上記周波数帯域に対応する周波数に対して測定が実行されて、ス
テップ３１２が実行される。一実施形態によれば、非活性化されて構成されなかったコン
ポーネントキャリア（ＵＥ１０４の性能下のコンポーネントキャリア）を利用して、所望
の上記周波数帯域の周波数に対する測定が実行される。他の実施形態によれば、非活性化
された２次セルを利用して、所望の上記周波数帯域の周波数に対して測定が実行される。
例えば、上記２次セルは、上記周波数に対する測定ギャップを活性化することなく、上記
周波数に対する測定を実行するために非活性化されることができる。
【００３６】
　ステップ３０４で、上記周波数帯域がＵＥ１０４のために構成されず、測定ギャップが
ＵＥ１０４の性能によって測定を実行する必要があると判定される場合、ステップ３１６
で、上記設定周波数帯域に対して実質的に同時に測定ギャップが適用されてステップ３１
０が実行される。又は、上記周波数帯域がＵＥ１０４のために構成されず、測定ギャップ
がＵＥ１０４の性能によって測定を実行する必要がある場合、上記測定ギャップは、無線
周波数チェーンがＵＥ１０４のために構成された周波数帯域と測定が実行される上記周波
数と関連する上記周波数帯域との間に共有されて、上記設定周波数帯域のキャリアがデー
タ送受信のために使用されるようにする基地局１０２により上記周波数帯域のキャリアに
対して構成される。基地局１０２は、ＵＥ１０４が提供する上記周波数帯域組合によるＲ
Ｆチェーンスプリット情報を得る。又は、ＵＥ１０４は、周波数帯域に対応する周波数に
対して測定を実行するための要請を受ける前に上記ＲＦチェーンスプリット情報を基地局
１０２に伝達する。
【００３７】
　周波数のための測定要請を受信する場合、上記ＵＥＣＡ性能（ＵＥＣＡ capability）
が現在構成された設定周波数を受信／測定する性能を有するＵＥ１０４か、又は一つ以上
の帯域が現在構成されたことより拡張されていると、ＵＥ１０４は、使用されていないＣ
Ｃのセットと該当ＲＦチェーンを利用して測定ギャップを活性化することなく、上記周波
数に対して測定を実行することができる。これはＵＥ性能の一部として基地局１０２に伝
達される。
【００３８】
　図４は、本願発明の実施形態を実現するための多様な構成要素を示すＵＥ１０４のブロ
ック図である。図４で、基地局１０２は、プロセッサ４０２、メモリ４０４、ＲＯＭ（re
ad only memory）４０６、送受信器４０８、バス４１０、及び通信インターフェース４１
２を含む。
【００３９】
　ここで使用されたプロセッサ４０２は、マイクロ・プロセッサ、マイクロコントローラ
、ＣＩＳＣ（Complex Instruction Set Computing）マイクロ・プロセッサ、ＲＩＳＣ（R
educed Instruction Set Computing）マイクロ・プロセッサ、ａＶＬＩＷ（Very Long In
struction Word）マイクロ・プロセッサ、ＥＰＩＣ（Explicitly Parallel Instruction 
Computing）マイクロ・プロセッサ、グラフィック処理装置（graphics processor）、デ
ジタル信号処理器（ＤＳＰ:Digital Signal Processor）、又は、ある種類の処理回路な
どあらゆる種類のコンピュータ回路を意味して、上記に限定されない。プロセッサ４０２
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ＩＣ:application specific integrated circuit）、単一チップコンピュータ、スマート
カードなどの内蔵制御機も含むことができる。
【００４０】
　メモリ４０４は、揮発性メモリ、又は不揮発性メモリであり得る。メモリ４０４は、図
１乃至図３で示す実施形態によって、周波数帯域で周波数に対して測定を実行する測定モ
ジュール１０８を含む。コンピュータで判読可能な多様な記憶媒体が記憶素子に記憶され
て記憶素子からアクセスされる。記憶素子はＲＯＭ（read only memory）、ＲＡＭ（rand
om access memory）、ＥＰＲＯＭ（erasable programmable read only memory）、ＥＥＰ
ＲＯＭ（electrically erasable programmable read only memory）、ハードドライブ、
メモリカードを扱う移動式メディアドライブ、メモリスティック（登録商標）などのデー
タと機械可読命令を記憶するに適合した記憶装置であれば、どれでも含むことができる。
【００４１】
　本発明の実施形態は、タスクを実行するか、抽象データ型、又は低レベルハードウェア
コンテクストを定義するための、機能、プロシージャ、データ構造、及びアプリケーショ
ンプログラムを含むモジュールで実現される。上記記憶メディアに記憶された機械可読型
命令は、プロセッサ４０２により実行可能である。例えば、コンピュータプログラムは、
本発明の教示及び上記した実施形態によって、選択された周波数帯域の周波数に対して測
定を実行することができる機械可読型命令を含むことができる。一実施形態によれば、コ
ンピュータプログラムは、記憶媒体に記憶されて、記憶媒体で不揮発性メモリのハードデ
ィスクでにローディングされる。
【００４２】
　本実施形態は、特定の実施形態を参考して記述されたが、多様な実施形態及び変更が多
様な実施形態のより広い思想及び範囲を逸脱することなく、これら実施形態に対して実行
されることができることは明らかである。 また、ここに記載された多様な機構、モジュ
ールなどが例えば、 相報型金属酸化膜半導体基盤論理回路（metal oxide semiconductor
 based logic circuitry）、ファームウェア、ソフトウェア及び／または機械可読型メデ
ィアに内蔵されたハードウェア、ファームウェア及び／又はソフトウェアの任意の組合な
どのハードウェア回路を利用して実現、または作動されることができる。例えば、多様な
電気構造及び方法がトランジスター、論理ゲート、特定用途向け集積回路などの電気回路
を利用して実施される。
【符号の説明】
【００４３】
　　１００　無線通信システム
　　１０２　基地局
　　１０４　ユーザ端末
　　１０６　無線ネットワーク
　　１０８　測定モジュール
　　４０２　プロセッサ
　　４０４　メモリ
　　４０６　ＲＯＭ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）
　　４０８　送受信器
　　４１０　バス
　　４１２　通信インターフェース
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